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１．人口・世帯数動向

人　　数 前年同月比 前　月　比 世　帯　数 前年同月比 前　月　比

中 心 部 9,694 -0.49 -0.12 4,057 0.19 -0.07

東 部 地 区 14,408 -0.18 0.03 5,726 1.16 0.05

西 部 地 区 10,672 -1.06 0.15 4,016 0.14 0.27

駅 南 地 区 6,269 -1.21 -0.19 2,667 -0.11 -0.14

半 田 地 区 3,618 0.05 -0.16 1,357 0.36 -0.44

横 山 地 区 5,659 -1.01 0.05 1,879 -0.05 0.10

茨 目 ・ 田 尻 地 区 6,962 -0.41 -0.01 2,346 0.64 -0.04

荒 浜 地 区 5,096 -0.50 -0.05 2,029 1.45 -0.09

そ の 他 地 区 20,627 -1.67 -0.19 7,177 -0.08 -0.05

西 山 町 地 区 6,263 -0.63 0.12 2,128 0.04 0.14

高 柳 町 地 区 1,901 -3.25 -0.31 842 -1.05 0.23

柏 崎 市 計 91,169 -0.90 -0.05 34,224 0.32 0.00

刈 羽 村 4,889 -0.60 0.00 1,557 0.58 0.12

小 国 地 区 （ 長 岡 市 ） 6,267 -2.65 -0.19 2,115 -1.58 -0.09

出 雲 崎 町 5,120 -1.70 -0.19 1,807 -0.33 0.00

合        計 107,445 -1.03 -0.06 39,703 0.20 0.00

２．労働需給状況

柏  崎 県 柏  崎 県

月 間 有 効 求 人 1,058 79.01 -0.93

月 間 有 効 求 職 者 2,051 19.31 -5.35

月 間 有 効 求 人 倍 率 0.52 0.59 0.18* 0.22* 0.03* 0.01*

*印は差し引き計算

【単位 ：　人、世帯、％】

　地域全体の人口動向は、前年同月比では引き続きすべての市町村・地区で減少しており、柏崎市で８
３４人、０．９０％、刈羽村で３０人、０．６０％、小国地区（長岡市）で１７１人、２．６５％、出
雲崎町で８９人、１．７０％とそれぞれ減少し、全体では１，１２４人、１．０３％の減少となってい
る。また、前月比においても、柏崎市で４８人、０．０５％、小国地区で１２人、０．１９％、出雲崎
町で１０人、０．１９％と減少したことから、全体では７０人、０．０６％の減少となった。
　一方、世帯数は、前年同月比では小国地区で３４世帯、１．５８％、出雲崎町で６世帯、０．３３％
と減少したが、柏崎市で１１１世帯、０．３２％、刈羽村で９世帯、０．５８％と増加したことから、
全体では８０世帯、０．２０％の増加となった。また、前月比においても、小国地区で２世帯、０．０
９％と減少したが、柏崎市で１世帯、０．００％、刈羽村で２世帯、０．１２％と増加した結果、全体
では１世帯、０．００％と僅かに増加している。

地　　区　　別

（資料出所 ： 柏崎市、各市町村）

人　　　　　口 世　　　　帯

前年同月比

【単位 ：　人、倍、％】

新潟県柏崎職安
前  月  比

（資料出所 ： 柏崎公共職業安定所）

　労働需給状況については、平成２２年１月分までは「パートを除く常用」の計数を記載していました
が、平成２２年２月分からは「パートを含む全数」の計数を記載していますので留意願います。なお、
前年同月比では、平成２３年１月分まで「パートを除く常用」との比較になっています。
　景気の同時指標である柏崎職業安定所管内の労働需給状況は、有効求人・求職状況（パートを含む全
数）では、月間有効求人数が１，０５８人と前年同月比で４６７人、７９．０１％の増加となったもの
の、前月比では１０人、０．９３％と減少している。
　一方、月間有効求職者数は２，０５１人と前年同月比で３３２人、１９.３１％の増加となったが、
前月比では１１６人、５.３５％の減少となっている。
　以上の結果、月間有効求人倍率は０．５２倍と前年同月比で０．１８ポイント上回り、前月比でも
０．０３ポイント上回っている。なお、県平均０．５９倍と比べると０．０７ポイント下回っている。
　また、新規求人・求職状況（パートを含む全数）については、月間新規求人数が４５１人と前年同月
比で１人、０．２２％の増加、月間新規求職者数は５１６人と前年同月比で４５人、８．０２％と減少
した結果、月間新規求人倍率は０．８７倍となり、前年同月の０．８０倍に比べて０．０７ポイント上
回っている。



３．建築確認申請

件　数 前年同月比 前　月　比 件　数 前年同月比

一 般 住 宅 （ 併 用 ） 18 2 1 188 -118

共 同 住 宅 0 0 0 5 -3

事 務 所 0 -1 -1 4 -3

作 業 所 ・ 工 場 1 1 1 10 8

営 業 建 物 1 0 1 10 -8

公 共 建 物 0 0 -1 1 -1

そ の 他 3 -1 -3 67 -8

合       計 23 1 -2 285 -133

４．電力使用量

口　数 前年同月比 前　月　比 使　用　量 前年同月比 前　月　比

電 灯 65,220 0.20 -0.17 19,091 4.43 11.91

電 力 10,814 -2.40 1.14 38,806 6.08 -4.01

電灯は、家庭・道路照明・一般器機等に１００Vの電源。　　　　　
電力は、工場・スーパー・モーター動力等主に２００Vの電源。

５．ガス供給量・水道給水量

供　給　量 前年同月比 前　月　比 給　水　量 前年同月比 前　月　比

家 庭 用 1,003,268 -4.93 45.52 691,760 -2.76 0.08

営 業 用 184,015 3.64 24.10 123,365 0.71 1.47

工 場 用 673,974 17.52 -0.63 134,585 -4.18 -1.54

官 公 学 校 用 379,117 11.47 81.02 74,904 -0.50 -6.08

そ の 他 132 -46.12 186.95

合       計 2,240,374 4.37 29.84 1,024,746 -2.39 -0.44

当　月　の　申　請

契　約　口　数

【単位 ：　㎥、％】

（資料出所 ： 東北電力㈱柏崎営業所）

（資料出所：　柏崎市建築住宅課）

（資料出所 ： 柏崎市ガス水道局）

  契約口数は、電灯が前年同月比で１３２口、０．２０％の増加となったものの、前月比では１１６
口、０．１７％と減少している。一方、電力においては、前年同月比で２６６口、２．４０％の減少と
なったが、前月比では１２２口、１．１４％の増加となっている。
　使用量は、電灯が前年同月比で８１０千kwh、４．４３％の増加、前月比でも２，０３２千kwh、１
１．９１％と大幅に増加している。一方、電力においては、前年同月比で２，２２７千kwh、６．０
８％の増加となったが、前月比では１，６２３千kwh、４．０１％と減少している。

水　道　給　水　量ガ　ス　供　給　量

使　用　量

【単位 ： 　口、千kwh、％】

平成22年11月の年度累計

　建築確認申請の状況は、当月の申請合計が２３件と前年同月比で１件の増加となったが、前月比では
２件の減少となっている。工種別における主な増減は、前年同月比では一般住宅（併用）が２件の増
加、前月比ではその他が３件の減少となった。
　なお、工種全体の申請内容は、新築が１５件、増築が７件、改築が１件となっている。また、一般住
宅（併用）１８件における市内・市外施工業者別の確認申請の状況については、市内施工業者が１２件
（うち新築９件、増築２件、改築１件）、市外施工業者が６件（うち新築４件、増築２件）となった。

　柏崎地域でのガス供給量は、用途合計では前年同月比で９３，９７５㎥、４．３７％の増加、前月比
でも５１４，９７７㎥、２９．８４％の大幅な増加となっている。用途別内訳を見ると、前年同月比で
は家庭用を除くすべての用途で増加、前月比では工場用を除くすべての用途で大幅に増加している。
　一方、水道給水量においては、前年同月比で２５，１３８㎥、２．３９％の減少、前月比でも４，５
２９㎥、０．４４％と減少している。用途別内訳を見ると、前年同月比では営業用を除くすべての用途
で減少、前月比では工場用、官公学校用で減少している。

【単位 ：　件】



６．北陸自動車道利用状況

台　数 前年同月比 前　月　比 台　数 前年同月比 前　月　比

柏 崎 89,378 2.68 -5.69 93,022 2.53 -5.66

西 山 41,064 -11.46 -6.40 37,945 -7.50 -3.58

米 山 19,745 -3.64 -14.04 18,045 -7.44 -13.56

合 計 150,187 -2.42 -7.07 149,012 -1.47 -6.18

７．市内民間金融機関預金・貸出金残高

残　高 前年同月比 前　月　比 残　高 前年同月比 前　月　比

末 残 352,471 -0.64 -1.67 148,793 -1.31 -0.18

平 残 354,193 -0.35 -0.01 147,556 -0.35 -0.07

８．手形交換高

枚数/金額 前年同月比 前  月  比

交 換 枚 数 33,040 -3.21 36.66

交 換 金 額 25,813 6.12 78.79

不 渡 り 手 形 枚 数 39 2.63 1,200.00

不 渡 り 手 形 金 額 22 -50.21 1,168.14

【単位 ：　台、％】

（資料出所 ： 長岡手形交換所）

（資料出所 ： 柏崎市産業振興部観光交流課）

預　      金 貸　出　金

  柏崎地域の物流指標となる高速道路出入口の交通量は、入口が全体では前年同月比で３，７３２台、
２．４２％の減少、前月比でも１１，４３２台、７．０７％と減少している。
　一方、出口においても、全体では前年同月比で２，２２７台、１．４７％の減少、前月比でも９，８
２８台、６．１８％の減少となった。
　インター別で見ると、前年同月比では入口・出口ともに柏崎インターを除くすべてインターで減少、
前月比では入口・出口ともにすべてのインターで減少となっている。

  預金は、末残が前年同月比で２，２７５百万円、０．６４％の減少、前月比でも６，００１百万円、
１．６７％と減少している。また、平残においても、前年同月比で１，２７６百万円、０．３５％の減
少、前月比でも５６百万円、０．０１％の減少となっている。
　一方、貸出金は、末残が前年同月比で１，９８０百万円、１．３１％の減少、前月比でも２７７百万
円、０．１８％と減少している。また、平残においても、前年同月比で５２７百万円、０．３５％の減
少、前月比でも１０９百万円、０．０７％の減少となった。

【単位 ：　百万円、％】

【単位 ：　枚、百万円、％】

　当金庫が参加している長岡手形交換所における手形交換高は、交換枚数が前年同月比で１，０９７
枚、３．２１％の減少となったものの、前月比では８，８６４枚、３６．６６％と大幅に増加してい
る。また、交換金額においては前年同月比で１，４９０百万円、６．１２％の増加、前月比でも１１，
３７６百万円、７８．７９％の大幅な増加となっている。なお、不渡手形は３９枚、２２百万円発生し
ている。
　法的整理（負債１，０００万円以上）による県内企業倒産５件（前年同月９件、前月６件）、負債総
額１８億円（同３３億円、同１５億円）となっている。地区別では、下越地区で４件（新潟市３件、東
蒲原郡１件）、中越地区で１件（三条市１件）となり、上越地区では発生していない。業種別は、建設
業２件、販売業１件、サービス業１件、不動産業１件となっており、倒産原因については、販売不振４
件、その他１件となっている。
　当月の企業倒産は５件、負債総額で１８億円と、前年同月比では件数で４件の減少、負債総額では１
５億円の減少となっている。なお、負債総額１０億円以上の大型倒産が１件発生している。
　県内経済は、持ち直してきているものの、その動きに足踏みがみられるなど、厳しい状況が続いてい
る。また、円高の進行やデフレの影響等により、企業の先行きへの不安が高まっている。個人消費・物
価は、持ち直してきているものの、弱い動きもみられる。雇用面も持ち直してきているが、引き続き厳
しい状況となっている。
　なお、中小企業金融円滑化法の期限が平成２４年３月まで１年間延長されることが決定し、景気対策
は続くものの、景気回復については依然として不透明な状況にある。

入　     口 出　     口


